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P　一一511　　シ モ ン葉 よ り抽出した ビタ ミ ンK1

補充食品の 6ケ 月投与は 閉経後骨塩減少症の 骨量、

骨代謝 に ど の よ うな介入効果を与え る か ？
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［目的 1エ ス トロ ゲ ン の 周期的分泌 は成人女性の 骨

量維持 に 重要 と考え ら れ る。
・
方GnRH を投与す る

と 月経周期は停止し，骨量は減少す る。木研究 で は、

iLIXy月経周期 に お ける 骨代謝マ
ーか 一

の 推移及び

エ ス トロ ゲ ン 分泌 と 骨代謝 マ
ー

カ
ー

の 変化 との 栢

関 を 詳細 に検討 した。［方法1正常卵 巣機能を有す る

健康な H 本人女性 10名（22 〜43歳 、平均33 ± 7歳〉に

て 、骨吸収性サ イトカイ ン と骨代 謝マ
・一

力
・一一

の 正

常月経周期に お け る 周期 的な変化 、及 び 卵巣 ホ ル

モ ンの 骨代謝マ
ー

カ・一一
の 推移に及ぼす影響を統 計

学的 に解析 した。［成繍 slL −6K は卵 胞期前期 及び

後期に 有意 に 上 昇し，黄体期前期 に急 減 し、黄体期

中期及び後期 に再び増 加 し た。骨形 成 マ
ー

カ
ー

で

は、血清 骨特異性 アルカ リフ ォ ス フ ァ タ
ーゼ （AIP ＞

が卵胞期中期 ・後期 に有意 に 上 昇 し、血 清豆型プロ コ

ラ
ーゲ ンC 末端プ ロ ペ ブチ ドが黄体期申期に 有意

に 急減 した。骨吸収 マ
ー

カ
ー

で あ る尿 中互型 コ ラ
ー

ゲ ンC末端 テ ロ ペ プチ ド代 謝産物 （CTx）お よ び デオ

キ シ ピリジ ノ リン（D −Pyr）1ま卵胞期前期
・
中期 に有意

に 減 少 し、尿中遊離型D −Pyrお よ び血清1型 コ ラ
ー

ゲ ン C末端 テ ロ ペプチ ドは、黄体期 前期に 有意に 増

加し た。尿中CTxは更 に黄体期後期 に有 意に減少 し

た．血 清P？H は黄体期よ り卵胞期 で 有意 に 高か っ

た。血清 slL −6R は尿 中CTxおよび lflLIW
．AIP と、血清

E2は イ ン タ ク トオ ス テ オカル シ ンお よ び 血 清 AIP

と有意な 相閧を示 した。［結論 1骨代 謝マ
ー

カ
ー、営

吸収性サ イ トカイ ン の レベ ル は、月経周期にお ける

性 ス テ ロ イ ドホル モ ンの 変化 に よ り修飾され る。閉

経前 及 び閉経 周辺期 の 女性及 びGnRH ア ゴ ニ ス ト

療法 を 開始す る 女 性 で は 月 経周 期 の 時期を特定 し

て 骨吸 収 ・
骨形 成 活 性 を 評 価 す る こ と が重要 で あ

る。

圉酌 ： 溺経後骨塩減少症は骨粗鬆症へ の リス ク

は高 い が 、治療よ りむ しろ ラ イ フ ス タ イ ル な ど

の 介入対象と考え られ る 。 近年ビタ ミ ンK（VK ）の

骨代 謝 に 対す る 意 義が 明 らか に な り、納豆を含

めたVK 含有食品の 重要性が認識され て い る 。 そ

こで 本研究で は 、 天然植物 中VKI の 含有量が最も

高 い 食晶の
一

つ で ある シ モ ン に 注 目し、 食品加

⊥ 上認叮された方法に よりVK1 の 高含有分画を抽

出、VK
，
　lnigf日 の 摂 取が可能 な補助食 品を作成

し、
6ケ 月間の介入試験に よ る骨代謝 の 変化を検

討 した。方法：Informed　consent を得 た 健康な閉経

後骨 塩減少婦人 32例、平均年齢 56．9tu 、閉経後

期 問 7．6 年、腰 椎骨 密度 （Lunar　DPX −IQ）O．944

9／cm2 を対象 とした 。 無作為に 2群 に分 け、介入

群16例 に は シ モ ン カ プ セ ル 5Cgp （V 鷆 1mgy 円 、

対象群16例 に はp弖acebo 　5　Cap／日を投与 した 。 介

入前、3、6ケ月後 に L24　BMD ，血清Ca，　P，　A1−p，

尿 中ピリ ジ ノ リン ， デオキ シ ピ リジノ リ ン，Ca，

P，creatinine を測定 した 。成績 ：la4BMD の 変 化率

は、介入 群 ：3ケ刀　1  O．5 ± 05％，6ケ月101．2 士

05 ％ と維持、対照群 二3ケ月 9S・8一ヒ0．3％，6ケ月

98．6±1．0％ と有 意 に 低 ドし、両群 聞 に 有意 差を

認め た （♪一｛｝．oo4　by 鰍 〕 way 　ANOVA ）。 骨代 謝で

は血清Ca の み介入群で 3ケ月1〔〕3．4 −11．3％，6ケ 月

105，9± 2，7％ と介人前に 比 べ 有意 に（p・0．01）上昇

した が、こ れ以外 で は両群 間 に 有意な変化 はな

か っ た 。 有 害事象 は 認めなか っ た 。 考寮 ：シ モ

ン抽出補助食品に よるVK
、
1mg 〆日の 摂 取は少な

くと もカル シ ウム の 吸収を高め、骨量 を維持す

る と考え ら れ 、 閉経後骨塩減 少症 の 骨量維持を

目的とした 食品に よ る 介入方法の つ として 適

用で きる可能性が ある 。
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